




数理科学研究科長　辻　雄 （TSUJI Takeshi）

　東京大学大学院数理科学研究科は，東京大学駒場Iキャンパスに所在する独
立研究科で，東京大学における数学・数理科学の教育研究を担う組織です．
　数理科学研究科は，1992年4月に理学部数学教室，教養学部数学教室，教
養学部基礎科学科数学教室を合併し，独立大学院として設置され，1995年
から，駒場Iキャンパスの南東の一角に研究棟を持ち，教育研究活動を行って
います．大学院における数学・数理科学の教育はもとより，大学前期課程教
養学部1・2年生の数学教育，後期課程の理学部数学科および教養学部統合自
然科学科数理自然科学コースの数学教育を担当しています．
　大学院の定員は修士課程各学年53名（うち外国人留学生6名），博士課程各
学年32名（うち外国人留学生3名）となっています．学生は留学生や海外か
らのビジターが多数いる国際的で自由闊達な雰囲気のもと，世界屈指の数学

図書館や整備された計算情報ネットワークなどをもつ充実した環境の中で研究を行っています．大学院修了者は，
大学，研究所，官公庁，情報，金融保険，製造，教育等の多くの領域で活躍しています．大学後期課程および大
学院では，代数・幾何・解析から応用数理まで数理科学諸分野においてきめ細やかな教育を行っています．2005
年以降，アクチュアリー，統計，社会数理の講義も充実させ，社会で必要とされる数学のニーズに応える人材育
成も行っています．
　2026年4月現在，大学院数理科学研究科は6大講座に，教授27，准教授27，助教8 の常勤教員ポストを有し，
教育研究活動を行っています．このほか，連携客員講座に教授6，外国人客員講座に教授1のポストを有し，社会
との連携，国際交流に努めています．また東京大学国際高等研究所の最初の研究機構となったカブリ数物連携宇
宙研究機構（Kavli IPMU）と，教員間の密接な交流を含め，強力な連携体制をとっています．現在，Kavli IPMU
の7名の教員が本研究科を兼任しています．本研究科のスタッフは先端的な研究に従事し，国際的に活躍してお
ります．本研究科では，例年多くの国際会議，セミナー等が開催され，また共同研究や研究交流のために，海外
から毎年多数の研究者をビジターとして受け入れています．（コロナ禍でビジター数が大幅に減少しましたが，コ
ロナ禍以前の年間100名を超える水準に戻りつつあります．）これらの活発な国際的研究活動の実績を踏まえ，
2023年にフランス国立科学研究センター（CNRS）と本研究科による日仏数学連携拠点が設立されました．拠点
では，フランスの研究者や学生が長期あるいは中期にわたり滞在し研究交流を行います．研究者が成果をあげる
ことだけでなく，学生を含む若い世代が拠点での交流を通して研究者のネットワークを作り上げ，それが将来国
際的に活躍する基礎となることを期待しています．
　本研究科では，2012年から，理学系研究科，Kavli IPMUと協力して，文部科学省博士課程教育リーディング
プログラム「数物フロンティア・リーディング大学院」（FMSP）を推進し，それに引き続き2019年度から連携
部局の幅を広げて「数物フロンティア国際卓越大学院」（WINGS-FMSP）を開始しました．本プログラムは，数
学と理論物理学等との深い連携，数学と産業界等との幅広い連携を担い，新たな数理科学を創成していくリーダ
ーを養成することを目指しています．また，修士・博士一貫の5年間のプログラムである「変革を駆動する先端
物理・数学プログラム」（FoPM）が，2019年度の文部科学省卓越大学院プログラムに採択され，数理科学研究
科も連携機関として参加しています．一方，数学・数理科学における研究成果のより積極的な応用を求める諸科
学・産業界からの要請に応えるため，2013年4月に附属数理科学連携基盤センターを設立し，諸科学分野との深
い連携，社会との広い連携を推進する体制を整えました．その社会連携講座として，2018年度より5年間「デー
タサイエンスにおける数学イノベーション」が設置され，2021年7月から「冷媒熱流体の数理」が設置されてい
ます．また，公開講座やオープンキャンパス，ウェブページ，ビデオアーカイブ等により，数学・数理科学の教
育情報・研究情報を社会および学術界へ提供・発信しています．
　数学の特色は，抽象性と普遍性，および発想の自由性にあります．あらゆる学問の中で最も早くから体系化が
進んだ歴史があり，その一方で今も絶えず自律的な発展を続けています．また，その普遍性と厳密さによりすべ
ての科学分野に共通の概念と論理を提供します．数理科学は数学を基盤として，さまざまな事象の背後にひそ

研究科長挨拶
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む数理的構造に注目してその本質を解き明かすことで，広く社会の課題解決や科学技術の発展に寄与しています．
　数理科学研究科は，数学・数理科学の教育研究組織です．本研究科は「数学・数理科学に関する体系的な知識
と高度な研究能力を修得し，数学・数理科学の諸分野において，第一線で活躍する研究者，ならびに数学・数理
科学の幅広い素養と広い視野から専門的な判断力を身につけ，社会の広範な領域で新しい時代を担い，国際的に
活躍できる創意ある人材を育成すること」を教育の目的としています．また「基礎的で重要な問題の探求はもと
より，新たな研究領域を開拓し，国際的な視野に立って高度な数学・数理科学の文化を醸成して社会の発展に資
すること」を研究の目的としています．
　数理科学研究科教職員一同はこれらの目的の達成のために努力を重ねてまいりますので，今後とも皆様のご支
援とご指導をお願い申し上げます．

研究科長挨拶

1877年4月	 東京大学創設．理学部数学物理及び星学科発足

1881年9月	 数学物理及び星学科を数学科，物理科，星学科に分離

1949年5月	 教養学部新設．教養学部数学教室発足

1953年3月	 大学院設立．数物系研究科数学専門課程発足

1962年4月	 教養学部基礎科学科設置

1965年4月	 大学院研究科改組．理学系研究科数学専攻発足

1992年4月	 大学院数理科学研究科設置．数理科学専攻発足

1995年8月	 数理科学研究科棟第Ⅰ期工事竣工

1998年3月	 数理科学研究科棟第Ⅱ期工事竣工

2004年4月	 東京大学国立大学法人化

2005年7月	 東京大学玉原国際セミナーハウス設置

2006年2月	 数理科学研究科図書室増築工事竣工

2013年4月	 附属数理科学連携基盤センター設立

2023年9月	 日仏数学連携拠点設立

沿　革
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研究科の運営組織
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数理科学専攻6大講座の紹介
数理代数学大講座
　代数学の中で数論と代数幾何学はともに古い歴史をもつ分野であるが，近年コホモロジー理論など高度な抽象的方法を
用いて大きく発展している．数論には，類体論を一つの頂点とする実際に整数を扱う代数的整数論や，解析的手法を重視
する保型関数論などの分野があり，代数幾何学では代数多様体の分類，正標数の代数多様体の研究，複素構造の変形の研
究が含まれる．これらの中間にあるものとして数論的多様体の研究が最近注目されている．本大講座では以上の諸分野の
研究を行う．この分野では日本人研究者の貢献も多く，数論では類体論や志村多様体論，代数幾何では高次元多様体の分
類理論や変形理論等の新しい研究領域の開拓などが著しい．

基礎解析学大講座
　自然科学の現象には1変数の常微分方程式，または複数の変数を持つ偏微分方程式で記述されるものが多い．歴史的に
は微分方程式の研究は，線形微分方程式の理論から始まり，関数解析の進歩とあいまって発展したが，近年，代数的及び
幾何学的手法による解析の研究や非線形偏微分方程式の研究は解析学に新しい見地を開いた．それは単に微分方程式の研
究を進歩させたばかりか，トポロジー，代数幾何学，複素解析学，複素幾何学，表現論，数理物理学にインパクトを与え
るものであった．本大講座では，解析の基本的対象である微分方程式を種々の観点から教育・研究することを目的とする．

大域幾何学大講座
　本大講座は幾何学を中心に研究を行う．現代の幾何学は数学的に定義された図形，多様体を研究する学問である．一般
に多様体は，局所的には滑らかでユークリッド空間のような形状だが，大域的構造は様々である．位相幾何学は，ホモロ
ジー群などの位相不変量から多様体の性質を調べ，微分幾何学は，種々の微分方程式を解くことにより多様体の構造を決
定する．しばしば位相不変量が何らかの解析的不変量と等しくなるが，そのような所に幾何学のおもしろさがある．最近
では通常の多様体を超えて，もっと解析的な対象，例えば，ある種の最適化を表す偏微分方程式の解の全体の空間なども
研究対象とする．このように大域幾何学は解析学とも関係しながら，強力で斬新な手法を生み出している分野である．

数理構造論大講座
　本大講座は抽象代数学，群論，および群の表現論の教育・研究を行う．現代数学は抽象化された概念を扱うことによっ
て進歩してきたが，群構造は中でも最も基礎的な構造であり，物理でいうところの対称性でもある．この分野はまさに，
抽象化された概念を，主としてその構造に着目して研究するところに特徴がある．したがって，ほとんどの数学とつなが
りを持っているのみならず，教育においても重要で，「数学の本質の一つは構造の把握である」ということを学ぶために
も欠かすことができない．近年，群論から派生したリー環論，中でも無限次元のカッツ・ムーディー・リー環，量子群の
概念は急速に進展している．そして，数理物理学の可解格子模型，トポロジーの結び目理論，組合せ論，特殊関数論，可
積分な微分方程式の理論を結び付ける中心概念となりつつある．

数理解析学大講座
　本大講座は本研究科では，もっとも直接に数学以外の分野と関連を持つ講座である．その目的は非線形解析と確率解析
及び数値解析の手法を用いて数理科学的現象を研究することと，そのための教育を行うことである．時間とともに変化す
る社会的ないしは経済的現象をモデル化して数学的に研究する場合，必然的に偶発的要素が入ってくるが，これの研究の
ために考えられたのが確率論である．近年の研究の進展によってマリアバン解析が誕生し，伝統的な解析学に対しても確
率解析からの大きな寄与が期待される．もう一つの柱である非線形解析は単に数学理論の他分野への応用というものでは
なく，数学内外に現れる非線形偏微分方程式や変分問題などを関数解析や実関数論的手法を用いて研究するとともに，そ
れらの問題に関連した数学の基礎理論を研究する．パターン形成の研究，ソリトン解の研究，フラクタル現象，カオス，
逆問題等の数理科学として発展性のある諸分野が生まれつつある．

離散数理学大講座
　近年，自然現象や社会現象の認識の発展とともに，ニュートン以来の連続的なモデルでは扱えない多くの問題が現れて
きた．また有限なものでも，その数が人間の処理可能な範囲を越えてしまうことがある．このようなタイプのモデルの総
合的な研究を行い，適切な教育方法をあみだすのが本大講座の目的である．本大講座で遂行される研究としては，コンピ
ュータの数学的基礎にかかわるアルゴリズムや計算量の問題，コミュニケーション・ネットワークに関連するグラフの問
題，事物の適切な配置を求める組合せ論などに加えて，統計物理学の問題やそれに関連したカオスの研究等がある．ま
た，符号理論と二次形式の理論の関係や，表現論と組合せ論の関係などを通して，伝統的な数理科学に寄与する.

大講座紹介
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⃝セミナー
修士課程	 数理科学総合セミナー	 8単位	 数理科学基礎セミナー	 8単位
	 数理科学広域演習	 2単位	 数理科学演習	 4単位
博士課程	 数理科学講究	 6単位	 数理科学特別演習	 6単位

⃝講　　義（各2単位）
代数幾何学	 整数論	 保型関数論	 解析数論
応用代数学	 数理代数学概論	 微分幾何学	 位相幾何学
大域解析学	 複素多様体	 力学系	 大域幾何学概論
線形微分方程式論	 スペクトル理論	 代数解析学	 確率解析学
関数解析学	 基礎解析学概論	 代数構造論	 群構造論
リー環論	 無限次元構造論	 複素解析学特論	 表現論
数理構造概論	 非線形数理	 確率過程論	 数値解析学
数理統計学	 制御数学	 大規模行列計算論	 数理解析学概論
数理論理学	 数学基礎論	 情報理論	 計算数学
組合せ論	 離散数理学概論	 アクチュアリー数理	 非線形解析学
数学史	 基礎数理特別講義	 応用数理特別講義	 数理科学特別講義
統計財務保険特論	 社会数理特別講義	 統計財務保険演習	 数物先端科学
社会数理先端科学	 研究倫理（研究倫理は0.5単位）

⃝学　　位
修士（数理科学）　Master of Mathematical Sciences
博士（数理科学）　Doctor of philosophy in the field of Mathematical Sciences

教 育　数理科学専攻履修科目，学位および修了後の進路

▶修了後の進路
修士課程修了

年度 博士課程進学 企業 学校 官公庁 未回答 未定 合計

2021 19（数理18） 11（金融 保険5,他6） 0 1 4 35
2022 28（数理27） 13（金融 保険6,他7） 0 1 5 47
2023 18（数理18） 10（金融 保険7,他3） 1 0 6 35
2024 23（数理23）  9（金融 保険2,他7） 0 0 2 34
2025 19（数理18） 15（金融 保険8,他7） 0 1 4 39
合計 107 58 1 3 21 190

博士課程終了

年度 ポスドク 企業 助教 教員 未回答 未定 合計

2021 8 5 1 0 6 20
2022 8 5 0 0 2 15
2023 12 4 3 0 1 20
2024 8 9 0 0 3 20
2025 12 13 1 0 2 28
合計 48 36 5 0 14 103
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教員等 男 女 計

教授 26 2 28
准教授 22 4 26
助教 5 2 7

合計 53 8 61

事務職員等 男 女 計
副課長 2 0 2
シニアエキスパート 1 0 1
係長 2 2 4
一般職員 0 3 3
シニアスタッフ 0 1 1
技術員 0 1 1
特任専門職員 2 3 5
学術専門職員 0 2 2
事務補佐員等 0 14 14

合計 7 26 33

特任教員等 男 女 計
特任教授 9 1 10
特任准教授 1 0 1
特任助教 4 0 4
特任研究員 16 2 18

合計 31 3 34

大学院学生 国籍 男 女 計

修士課程
日本 95 1 96
外国 11 0 11

博士課程
日本 62 1 63
外国 7 0 7

合計
日本 157 2 159
外国 18 0 18

大学院研究生 0 0 0
大学院外国人研究生 0 0 0
大学院特別研究学生 5 0 5
大学院特別聴講学生 3 0 3

合計 183 2 185

教職員数および学生数  2026年4月1日現在 
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教員紹介

〉〉〉教授
会田　茂樹　教授　確率論
確率論の問題をその無限次元解析的側面から研究しています．例えば，対数ソボレフ不等式などの関数不等式，ループ空間や場
の量子論に現れる作用素，ラフパス，確率微分方程式などが研究対象です．

阿部　紀行　教授　表現論

簡約代数群やその有理点のなす群，また付随するLie環やHecke環などの代数系の表現論の研究を行っています．

石毛　和弘　教授　偏微分方程式論
漸近解析及び形状解析を通して放物型方程式の解の定性的性質の研究しています．例えば，放物型方程式の解の最大点挙動，放
物型方程式の解の冪凸性，半線形熱方程式（系）・非線形境界条件付き熱方程式・動的境界条件付き非線形楕円型方程式の解の可
解性・時間大域的挙動及び爆発現象の研究をしてきました．

伊山　　修　教授　代数学，環論，表現論
環（箙，整環，可換環，dg圏など）とその表現，付随する圏構造（加群圏，導来圏，特異圏，団圏など）およびその応用（団代
数，非可換特異点解消など）を研究している．

ウィロックス ラルフ　教授　数理物理・可積分系
非線形可積分系とそれらを代表するソリトン方程式やパンルヴェ方程式，及び可積分な離散系と超離散系の研究．さらに，一般
の力学系の離散化とそれに関連しているセルオートマトンの性質についても興味を持っている．

内田　雅之　教授　数理統計学
確率過程の統計解析，高頻度時系列データ解析，および時空間データ解析を専門とし，特に確率微分方程式および確率偏微分方
程式の統計推測理論を研究しています．さらに，統計モデリング手法の開発とその数学的正当化にも取り組んでいます．

小木曽　啓示　教授　代数幾何学
広い意味でのカラビ・ヤウ多様体について主に研究してきた．現在は双有理代数幾何学・複素力学系双方の視点から，原始的自
己同型と呼ばれる自己同型の存在，錐予想にかかわる問題，自己同型の標数零への持ち上げ問題等に特に興味を持ち調べている．

河澄　響矢　教授　位相幾何学・リーマン面
リーマン面のモジュライ空間の位相構造および写像類群の代数構造の解明を研究の主題としている．近年は，リーマン面のさま
ざまな幾何構造に由来するマグナス展開やゴールドマン・トゥラエフ・リー双代数を用いた研究を行っている．

河東　泰之　教授　作用素環論・数理物理学
2次元共形場理論の作用素環的側面が主要な研究対象である．テンソル圏を用いて，カイラル共形場理論，超共形場理論，物質 
のトポロジカル相などを研究している．

木田　良才　教授　離散群，エルゴード理論

測度空間への群作用とその軌道同値関係を研究対象にして，群の関数解析的・幾何学的性質との関連を探っている．

小林　俊行　教授　リー群と幾何・表現論
種々の幾何構造と無限次元表現論を用いて，多様体の大域解析（非可換調和解析）を研究しています．逆に，幾何的な考察によ
って表現の理論を理解しようと試みています．また，局所等質空間の幾何，不連続群論，代数的表現論，積分幾何などの研究も
行っています．

權業　善範　教授　代数幾何学
標準因子に注目した射影多様体の分類理論を中心に，正標数上の幾何及び複素解析的なアプローチの両方の視点から代数幾何学
を研究している．最近の研究テーマのキーワードは，アバンダンス予想，拡張定理，自己準同型写像，対数的ファノ多様体である．

斎藤　　毅　教授　数論幾何
数論幾何では，整数環や局所体などの整数論的な環や体の上に定義された，スキームなどの幾何的な対象を研究します．代数体
や局所体のガロワ表現や，その構成にも使われるエタール層の理論を研究しています．
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齊藤　宣一　教授　数値解析
偏微分方程式の数値解析，すなわち，様々な現象を記述する非線形偏微分方程式について，その解をコンピュータ上で再現し解
析するための手法の開発とその妥当性・実現性（安定性，事前事後誤差解析）の研究をしています．

酒井　拓史　教授　数学基礎論・公理的集合論
集合論は数学に現れる無限（集合）について調べる分野です．無限についての命題には，集合論の標準的公理系 ZFC からは証
明も反証もできないものが多くあります．ZFC をどのように拡張することで，どのような命題が証明できるようになるかを研究
しています．

佐々田　槙子　教授　確率論・数理物理
確率解析の手法を用いて，統計力学に由来する諸問題に取り組んでいる．特に，ミクロな系を支配する法則とマクロな系のふる
まいの関係に興味を持っている．また， 可積分系に対する統計力学および確率論の手法を用いた研究も行っている．

志甫　　淳　教授　数論幾何学
正標数の体あるいはp進体上定義された（対数的）代数多様体のp進コホモロジー及びp進基本群について研究している．（対数
的）p進解析幾何，p進微分方程式についても研究を進めている．

髙木　俊輔　教授　代数幾何学・可換環論
フロベニウス射を用いて定義される正標数の特異点であるF特異点について研究している．またその応用として，双有理幾何学に
現れる特異点の性質，ファノ型多様体やフロベニウス分裂多様体の幾何学的性質についても研究を行っている．

高津　飛鳥　教授　幾何解析，最適輸送理論
空間の曲がり具合に興味があります．調べる対象は，リーマン多様体やその一般化である距離と測度を備えた空間であることが
多いです．調べる道具としては，物を最小エネルギーで運ぶ方法を考える最適輸送理論を主に用いています．

高山　茂晴　教授　複素幾何
複素代数多様体を解析的な手法を用いて研究している．直線束の特異エルミート計量，乗数イデアル層，小平型コホモロジー消
滅定理を応用することで多様体の様々な代数的・幾何的な性質を研究している．

辻　　　雄　教授　数論幾何
p進体上の代数多様体のp進コホモロジー，p進ホッヂ理論の研究．p進ホッヂ理論を用いたp進L関数の研究．log代数幾何の基礎
理論．

葉廣　和夫　教授　位相幾何学
トポロジーと種々の代数的構造との関係に興味を持って研究をしている．3次元多様体や絡み目の量子不変量について主に研究し
てきたが，最近は群ホモロジーやHochschildホモロジーなどのホモロジー代数についても関心を持っている．

平地　健吾　教授　複素幾何学・微分幾何学
複素多様体の中の実超曲面の幾何や共形幾何学を放物型幾何学という広い枠組みでとらえて研究している．とくに解析的な問題
から生じる幾何的な不変量に興味を持っている．

ベズ ニール　教授　実解析，調和解析
フーリエ制限予想や掛谷予想に関係があるテーマを中心に研究しています．最近では特にBrascamp-Lieb不等式に関連するさま
ざまな問題に取り組んでいます．

本多　正平　教授　幾何解析，リーマン幾何
リッチ曲率に関わる幾何学及び，滑らかでない空間での幾何解析

増田　弘毅　教授　確率統計学
レヴィ過程で記述される確率過程に対する統計推測を研究しています．漸近推測理論，モデル評価手法や多変量解析手法の開発，
個体群動態・相互作用動態モデリングへの展開のほか，それらの計算機での実装にも取り組んでいます．

教員紹介
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松井　宏樹　教授　作用素環論・位相力学系
C*環とそのK理論が主要な研究対象である．特に， 位相空間上の極小力学系から生じるC*環の解析や， 力学系の軌道同値関係， 力
学系に付随した位相充足群などに興味を持っている．

宮本　安人　教授　非線形偏微分方程式
楕円型と放物型の非線形偏微分方程式を研究している．変分法などの関数解析的方法や，個々の方程式が持つ特殊な構造を用い
る個別的方法などにより，偏微分方程式の解の詳しい情報を引き出すことに興味がある．

〉〉〉准教授
足助　太郎　准教授　微分位相幾何学
複素解析的局所微分同相写像のなす擬群について，不変量や力学系的な性質を中心に研究している．その他の幾何構造に関連す
る擬群，例えば保積変換のなす擬群の性質などについても興味を持っている．

池　　祐一　准教授　超局所層理論・応用トポロジー
超局所層理論を幾何学に応用する研究をしています．現在は特にシンプレクティック幾何学への応用に興味を持っています．ま
た，パーシステントホモロジーをデータ解析などに応用する研究も行っています．

今井　直毅　准教授　数論幾何
数論的な対象のモジュライ空間とその整数論および表現論への応用について研究している．

岩木　耕平　准教授　常微分方程式・特殊関数・数理物理
完全WKB解析という手法を用いて，特にパンルヴェ方程式のような可積分性を持つ微分方程式の解の性質を調べている．位相的
漸化式の枠組みに代表されるような微分方程式論と数理物理との関係性にも興味を持っている．

植田　一石　准教授　代数幾何・シンプレクティック幾何・数理物理学
代数幾何学やシンプレクティック幾何学について，ミラー対称性に代表される数理物理学との関係を中心として研究している．

大島　芳樹　准教授　表現論
Lie群の表現を研究しています．特に半単純Lie群のユニタリ表現の誘導や制限について，D加群や余随伴軌道の方法を用いて調べ
ています．

岡田　いず海　准教授　確率論
確率論の観点から，ランダムウォークやブラウン運動の到達確率などの基本的な性質を研究しています．

柏原　崇人　准教授　偏微分方程式・数値解析
偏微分方程式，特に流体の運動を記述するNavier-Stokes方程式の境界値問題とその数値シミュレーションに興味を持っていま
す．解の存在や一意性を証明する数学解析と有限要素法などの数値解法の数学的正当化を目指す理論数値解析の2つの視点を軸に
して研究に取り組んでいます．

加藤　晃史　准教授　数理物理学
場の量子論および弦理論の数理物理学．特に，繰り込み・量子化・双対性などの背後にある数学的構造を低次元トポロジー・表
現論・組み合わせ論・可積分系などの観点から研究している．

河上　龍郎　准教授　代数幾何学
正標数の代数多様体について，局所的および大域的な観点から研究を行っている．特に，Cartier作用素を用いた手法に関心を持
っている．

毛塚　由佳子　准教授　数論
数論, 特に楕円曲線, 岩澤理論, Birch and Swinnerton-Dyer予想に関する研究を行っている. 現在は特に, p進的手法やオイラー
系の理論を用いて, これらの予想および関連する問題の理解を目指している. 

教員紹介
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ケリー シェーン　准教授　代数幾何学
Voevodskyらによって開発された代数幾何学における位相的手法を一般化する研究をしている．具体的には，non-reducedな
スキーム，あるいは加法群などのnon-semi-simpleな代数群，あるいは数論における暴分岐，などを扱うことのできる枠組みに
位相的手法を適用し研究しています．

小池　祐太　准教授　確率統計学
高次元データにおける漸近理論・確率過程に対する統計理論の構築，およびその金融高頻度データ解析等への応用に興味をもっ
て研究しています．

今野　北斗　准教授　幾何学
ゲージ理論の展開およびその位相幾何学・微分幾何学への応用を行っている．中心的課題は，ゲージ理論を3， 4次元多様体の族
に対して展開する「族のゲージ理論」の基礎の確立と，その様々な幾何学的な問題への応用である．特に，微分同相群の4次元で
の特殊性や同相群との差異の検出が主要な研究目標である．

坂井　秀隆　准教授　特殊関数・常微分方程式・可積分系
パンルヴェ微分方程式およびその拡張に関する幾何学的特徴づけ．とくに，有理曲面論，方程式の対称性としてのアフィンワイ
ル群，差分方程式系，超幾何系などの各トピックと関連．

逆井　卓也　准教授　位相幾何学
曲面の写像類群やそれと関連の深い代数的対象をホモロジーの観点から調べ，それらを3次元多様体論や特性類の理論に応用する
ことを目指して研究を行っている．

下村　明洋　准教授　解析学
関数解析や実解析の手法を用いて，函数方程式論や発展方程式論の分野を研究している．

白石　潤一　准教授　数理物理
専門は可積分模型，特に，ヤン・バクスター方程式の楕円関数解に附随するような二次元の可解格子模型．楕円（テータ）関数
を構造定数の母関数とするようなある種の代数的構造を手がかりに，代数解析的な解法を研究．

関口　英子　准教授　非可換調和解析
リー群の無限次元表現論を用いて，ペンローズ変換を研究しています．特に，有界対称領域上で超幾何型微分方程式系を高階に
一般化し，その大域解を積分幾何の立場から構成するというテーマに取り組んでいます．

髙田 　 了　准教授　偏微分方程式論
流体力学に現れる非線形偏微分方程式の数学解析を行っている．Euler方程式，Navier-Stokes方程式，Boussinesq方程式等を
対象として，初期値問題の適切性や解の安定性・漸近挙動などを研究している．

田中　雄一郎　准教授（2026.7.1 昇任）　表現論
リー群の作用の幾何と解析について研究しています．最近では，複素多様体における可視的な作用の理論を用いたコホモロジー
の空間の無重複性やリー群の作用のもとで不変な超関数の研究を行っています．

長谷川　立　准教授　理論計算機科学
関数型プログラミングの数学的基礎づけ．λ計算．型理論．項書き換え系の理論．プログラミングに現れる計算のメカニズムに，
数学的な意味を与えることを志している．

林　　修平　准教授　力学系
多様体上の可微分力学系の空間において稠密に存在する性質（generic property）の研究．特に，非双曲型力学系が持つ弱双曲
性やホモクリニック分岐の幾何学的及びエルゴード理論的研究．

松井　千尋　准教授　数理物理・統計力学
量子可解模型を中心に，物理系のもつ対称性に由来するさまざまな物理現象を研究対象としている．特に，熱平衡化からの逸脱
を示すダイナミクスや，不変部分空間に現れる特徴的な物理現象を，対称性に基づく数理構造および厳密手法の観点から解析し
ている．非平衡統計力学や可解確率過程といった関連分野にも関心がある．

教員紹介
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松尾　　厚　准教授　無限次元Lie環の表現論・有限群論・可積分系
2次元共形場理論や位相的場の理論などに現れる数学的諸現象の構造の分析に興味がある．無限次元Lie代数，テンソル圏，保型
形式，特異点，D加群，楕円種数，散在型有限単純群などの多くの数学的対象と関係しているが，現在では主として頂点作用素
代数とムーンシャインについて研究している．

三枝　洋一　准教授　整数論
代数体のGalois表現と保型表現を結び付けるラングランズ対応に興味を持って研究を行っている．志村多様体やその局所版であ
るRapoport-Zink空間という幾何学的対象を通して，保型表現やp進簡約代数群の表現をより深く理解することが現在の主要な
目標である．

吉野　太郎　准教授　リー群と幾何
クリフォード・クライン形の変形空間について研究している．また，その際に現れる非ハウスドルフ空間を直観的に捉える為の
手法を構築しようと試みている．

〉〉〉助教
麻生　和彦　助教　数学教育，数学史
インストラクショナルデザインの手法を用いて大学教養課程レベル以上の数学講義をｅラーニング化するカリキュラムの研究開
発．特に講義ビデオを活用し教材開発を中心に行っている．

榎園　　誠　助教　代数幾何学
代数曲線や代数曲面，さらにそれらの退化族やモジュライ空間に関連する研究を行っています．特に，代数曲面における代数曲
線束の構造に注目し，その数値的不変量を代数曲線のモジュライ空間上の交点理論を用いて解析しています．

片田　　舞　助教　位相幾何学
結び目理論において登場するヤコビ図の空間を代数的，圏論的観点から研究している．また，曲面の写像類群やトレリ部分群，
その類似物である自由群の自己同型群やIA-自己同型群の安定（コ）ホモロジーの代数構造にも興味がある．

清野　和彦　助教　位相幾何学
四次元多様体の変換群論．特に，スピン多様体への有限群作用に対するディラック作用素の同変指数の微分構造を使わない解釈
や，位相多様体としての作用が微分可能な作用にならないための条件を研究している．

牛腸　　徹　助教　微分幾何学
位相的場の理論に付随した多様体の位相不変量を幾何学的な視点から研究している．特に，最近は，シンプレクティック多様体
のループ空間の半無限同変K群に入る構造を研究している．

後藤　ゆきみ　助教　数理物理
量子力学の多体問題を数学的に研究している．特に原子や分子の数学的構造を調べることに興味をもっている．近年は格子上の
場の量子論や物性物理に関連した模型の研究も行なっている．

〉〉〉特別教授
川又　雄二郎　教授　代数幾何学
高次元代数多様体の研究．特に，代数的ファイバー空間の正値性と小平次元の研究，Q因子の消滅定理と極小モデル理論の研究，
連接層の導来圏と双有理幾何学の関係の研究，非可換変形の研究などを行ってきた．

〉〉〉学内協力教員　カブリ数物連携宇宙研究機構（Kavli IPMU）
阿部　知行　教授　数論幾何学
基本的に正標数体上のp進やl進コホモロジーについて研究しています．p進コホモロジー論は代数多様体上の線形な微分方程式の
局所的な研究と思えますが，今後はより大域的な研究もしていきたいと思っています．

伊藤　由佳理　教授　代数幾何学
複素三次元以上の特異点やその特異点解消について研究しています．特に有限群を用いてできる二次元商特異点の場合，群と特
異点解消の間にマッカイ対応と呼ばれる特異点の代数学と幾何学の対応があります．この高次元化は代数幾何学だけでなく，環
論や表現論など他の数学とも関連がある興味深い研究対象です．

教員紹介
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Kapranov, Mikhail　教授　代数幾何学・表現論・数理物理
代数幾何学におけるモジュライ空間から派生したオペラッドなどの代数構造，代数幾何学と表現論との関係，高次の圏，非可換
幾何学などを研究している．

戸田　幸伸　教授　代数幾何学
代数多様体上の連接層の導来圏，その上の安定性条件，安定対象のモジュライ理論及びそれらの数え上げ不変量に興味を持って
研究している．

中島　啓　教授　リー群・リー環・表現論，代数幾何，微分幾何
理論物理学に起源を持つゲージ理論を数学的に研究することを中心テーマとしています．特に，ゲージ理論に現れるさまざまな
モジュライ空間のホモロジー群を幾何学的表現論とよばれる手法を用いて研究しています．また，カッツ・ムーディー・リー環
や，その変形である量子群の表現論も研究しています．

Milanov, Todor　教授　幾何学・可積分系
グロモフ・ウィッテン理論と可積分系，および特異点の変形空間におけるフロベニウス構造，周期積分，ミラー対称性などにつ
いて研究している．

〉〉〉学内協力教員　理学系研究科
山崎　雅人　教授　超弦理論，数理物理，可積分系
場の理論や超弦理論に現れる数理構造を，幾何・表現論・可積分系などの手法を組み合わせて研究しています．また，場の理論 
そのものの数学的定式化にも興味を持っています．

〉〉〉特任教員
石井　志保子　特任教授　代数幾何学
代数多様体に現れる特異点を，弧空間の視点を使って研究している．

桂　　利行　特任教授　代数幾何学
代数的閉体上定義された代数多様体の研究．特に，アーベル多様体，代数曲線，代数曲面を正標数の体上で考え，正標数に特有
の現 象を調べる．数論，複素多様体，符号・暗号理論との関係にも興味を持っている．

河野　俊丈　特任教授　位相幾何学・数理物理
位相場の理論と幾何学的量子表現．とくにKZ方程式のモノドロミーとしての組みひも群の表現とその量子群による対称性，およ
びホモロジー表現との関係．共形場理論にあらわれる写像類群の表現と３次元多様体の位相不変量．反復積分および配置空間の
幾何学と組みひも群の表現の高次の圏への拡張．

竹内　正弘　特任教授　生物統計学
生物統計学は，医療・医学進歩のために臨床現場より発生するデータを確率統計学を駆使，適応しながら，医療・医学の発展・
ベッドサイドに供給していくための統計学である． 再生医療，難病克服に焦点を当て，Cox regression，経時データ解析の応
用に臨床的に意義のある視点より数理的に研究，応用していく．

村田　　昇　特任教授　数理工学・機械学習
生体の学習機能を数理的にモデル化して工学に応用することに取り組んでいる．特に大量のデータからその確率的構造を獲得す
る統計的機械学習を対象に，様々な学習アルゴリズムの動特性や収束の解析を行っている．また，さまざまな機械学習の方法を
複雑な生体信号や大規模なwebデータの解析に応用している．

柳田　英二　特任教授　応用解析
反応拡散方程式に見られる波動の伝播現象や放物型偏微分方程式における動的特異性などについて研究している．

山本　昌宏　特任教授　応用解析，特に逆問題，非整数階微分方程式
過剰決定なデータから発展方程式の係数や非斉次項のようなパラメータ，さらに方程式が成り立っている領域形状を決定すると
いう逆問題の数学解析や非整数階拡散方程式の順問題と逆問題の包括的な研究にとりくんでいる．

教員紹介
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吉田　善章　特任教授　数理物理学，非線形科学，プラズマ物理学
「マクロ系の科学」とくに「自己組織化」に関する物理と数理．無限次元・非正準ハミルトン系におけるCasimir不変量，葉層構
造に着目し，葉層上の統計力学や特異点が生み出す構造の多様性（カイラル性など）を研究．

吉田　朋広　特任教授　確率統計学
マリアバン解析と漸近展開，セミマルチンゲールの極限定理，非エルゴード的統計，漸近決定理論，確率微分方程式に対する統
計推測，情報量規準，ファイナンスへの漸近分布論の応用，非同期共分散推定，超高頻度データ解析の理論．

淺井　聡太　特任助教　代数の表現論
代数の表現論とは，代数上の加群を研究する分野で，一定の条件を満たす加群の同型類が有限個か否かが，重要な問題になって
います． 私はこの問題に，複数の代数同士の関係を調べる傾理論を用いて，取り組んでいます．射影加群や単純加群などのわか
りやすい加群や，その類似物をベースに，様々な加群の性質を調べています．

坪内　俊太郎　特任助教　偏微分方程式論
楕円型・放物型偏微分方程式の正則性理論， 特に異方的な空間拡散構造を有する非線形問題に対する弱解の正則性に興味がある．

鳥居　　真　特任助教　計算機科学
ネットワークを流れるデータ，各種のログを総合し，異常や潜在する危険性を正確性と高速性を両立させながら発見していく手
法の研究

ビクトール・ペレズ＝バルデス　特任助教　表現論
Lie 群の無限次元表現における分岐則の問題について研究しています．特に，表現の間の対称性破れ作用素の構成と分類を調べて
います．

〉〉〉社会連携講座　冷媒熱流体の数理
儀我　美一　特任教授　非線形解析学
流体力学，結晶成長学に現れる非線形非平衡拡散現象を記述する偏微分方程式を数学解析する事によりその数学的基礎づけを与
えることを目指している．

許　　本源　特任准教授　偏微分方程式論
流体力学における基礎方程式のNavier-Stokes方程式を中心に研究しています．特に自己相似解，幾何的正則性判定法など解の
正則性に関する内容に興味を持っています．ほかには竜巻型旋回流の数値シミュレーションも行っています．

〉〉〉客員教授

客員教授（日仏） PEVZNER Michael （日仏数学連携拠点， Universite de Reims， France）2024.5.10-

客員教授（委嘱） 大田　佳宏（Arithmer株式会社 代表取締役社長 兼 CEO）2023.4.1- 

客員教授（委嘱） 伊達　仁人（EMC Healthcare 株式会社代表取締役，慶應義塾大学制作メディア研究科特任教授）
2025.10.1-

客員教授（連携） 高島　克幸（早稲田大学教育・総合科学学術院教授）2024.4.1- 

客員教授（連携） 長山　いづみ　2019.4.1-

教員紹介
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Seminars for Researchers

The Departmental Colloquium is held once every month.  It had a long history as the “Friday Colloquium” before the 

formation of the new department.  Speakers include distinguished experts in various areas of mathematical sciences 

as well as members of the department.  The talks are expected to be accessible to nonspecialists in the field and 

students are encouraged to attend to broaden their mathematical background.

In addition, the following research seminars are organized by members of the department according to their 

specialties. Most of them are held on a weekly basis and last for an hour or two.  They provide opportunities for 

mathematicians in the Tokyo area to meet and talk face to face.  Currently these include the seminars listed below.

∙ Algebraic Geometry

∙ Applied Analysis

∙ Classical Analysis

∙ Discrete mathematical modelling

∙ FJ-LMI Seminar

∙ Geometric Analysis

∙ Geometric Complex Analysis

∙ Information Mathematics

∙ Integrable Systems

∙ Lie Groups and Representation Theory

∙ Logic

∙ Mathematics for Various Disciplines

∙ Number Theory

∙ Numerical Analysis

∙ Operator Algebra

∙ PDE Real Analysis

∙ Probability and Statistics

∙ Topology

Colloquium Seminar on Topology

　東京大学理科学研究科は, 数学・数理科学に関する体系的な知識と高度な研究能力を備え, 学術界や社会
で国際的に活躍できる創意ある人材の育成を目的としています. その取り組みを支えるため, 2014年に
「数理科学研究科基金」を設立し, 若手研究者の奨学支援や海外派遣, 優秀な教員の招聘などに活用してい
ます. 基金への温かいご支援を心よりお願い申し上げます.� 東京大学大学院数理科学研究科長　辻 雄

数理科学研究科基金のご協力のお願い

ご寄付の方法に
ついては、こちらから➡
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt49

●ご寄付に関するお問い合わせ先
東京大学基金事務局
Tel：03-5841-1217（10-12, 13-16時 土日祝除く）
e-mail：kikin.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
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〒153-8914
東京都目黒区駒場3-8-1

Tel：03-5465-7001　Fax：03-5465-7011
https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/index-j.html
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